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「記録する」時間を住民に「寄り添う」時間へ



手元ではなく「 表情」を読み取る、言葉ではなく「 感情」を受け止める。

私たちが目指す、「面談」の姿01

すべての行政サービスは、ひとつの

「 対話」 から始まります。

面談を必要とする住民の皆様は、言葉の奥に

様々な不安やSOSを抱えています。

面談で重要なことはメモを取り、正確な記録を

残すことではなく、住民の表情を見て、態度や

声色から「言葉（建前）」だけで得られない、

深い情報（本音）まで汲み取ることです。

「私の話を真剣に聴いてくれている。」

そんな安心感と信頼関係の構築こそ、

「人にしかできない寄り添い」であり、

必要な支援を、必要な人に、必要なタイミングで

届ける「住民に寄り添った行政サービス」の第一

歩となるではないでしょうか。
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「対話」ではなく 「記録作業」に時間を奪われる 現場

現実に起こっている「面談」の問題02

膨大な相談件数と事務作業 に疲弊。

面談中

単なるヒアリングの抜け漏れや残業の問題だけで

はありません。「必要な支援を、必要な人に、必

要なタイミングで」届けることができないリスク

が大きな問題となっています。

「聞き漏れがあってはいけない」という

プレッシャーから住民の顔ではなく、

手元のメモに集中してしまう

「聞き漏れ」がなくとも発生する「確認漏れ」

面談後

メモと記憶を頼りに、帰庁後に何時間もかけ

て報告書をゼロから作成しなければならず、

その日に終わらないことも多い
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必要なのは「文字起こし」や「会話の要約」ではなく、

職員一人一人を多角的に支援する相棒

理想を叶えるために03

一般的な議事録ツール：受動的な記録係 理想的なツール：能動的に現場を支える相棒

どんなに優秀な AIも「聞けていないこと」は書けません。

面談中

面談後

会話の記録はこなせるが、「聞き漏らしがないか」という

思考のプレッシャーが残るため、頭の中での確認作業に

追われ、目の前の住民との対話に 100 ％集中しきれません。

ツールは、聞き漏らしたことまで書けず、記録の質が

「担当者のヒアリング力」に依存してしまうため、

不足している情報を補う確認作業や情報レベルを

整える作業に追われ、本来の業務にリソースを割けません。

面談中

面談後

会話の文脈から「聞くべきこと」を導き、聞き漏れの不安

から解放され、目の前の住民に寄り添うことで

対話に100 ％集中できるツール

「担当者のヒアリング力」に依存せず、ツールとともに

集めた網羅情報をもとに報告書案が生成され、

確認作業や情報レベルを整える作業が不要になり、

本来の業務にリソースを割くことができるツール。
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AI を活用した

職員支援 アプリ

AIが伴走して、 面談における課題を解決 するサービスです。

面談支援AIシステムの導入により、

住民の満足度向上と 業務効率の改善を実現！

岩手県一関市様への生活保護業務に関する課題ヒアリングをきっかけに、

生活保護業務にとどまらず、自治体における面談業務全般に共通する

課題に着目しました。

その取り組みから生まれたサービスが 「 AiBou 」 です。
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AiBou を活用した場合の面談業務イメージ

必要なのはAiBou をインス

トール した タブレットだけ

です。メモやカメラ 、 地図

などもタブレット 1台に集

約できます 。

会話内容の記録はAiBou に任

せ、 目の前の住民に集中で

きます 。 AiBou のヒアリング

サポートで 確認漏れや聞き忘

れも防止 できます 。

報告書案はAiBou が自動生成

するので 、 必要なのは確認と

修正だけ。 業務時短により 、

必要な支援を 、 必要な人に、

必要なタイミングで提供でき

る運営を実現します 。

聞き忘れた内容をノウハウ 登

録し 、 より充実したヒアリン

グ支援が可能になります 。 録

音の聞き直しもできるので記

憶の整理も容易です 。

タブレットを持ちだしたら 、 訪問、 面談、 報告書案作成まで AIが伴走し 、 新人でも安心 して面談できます 。

AiBou の全体像04

振り返り報告書作成面談実施訪問
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本製品が実現する未来05

ヒアリン グ

水準を

底上げ

メモの負担や焦りをゼロに

「記録する面談」から「寄り添う面談」へ

情報の「記録」は AIに任せ、人間は「対話」に集中することができます。

また、 AIが会話を理解し、ヒアリングのサポートを行います。

音声の自動記録はもちろん 、 会話内容をリアルタイムで高精度に

文字起こしするため 、 手書きで記録を行う必要がなくなります 。

経験差に依存せず、誰でも網羅性の高い情報取集が可能

必須ヒアリング項目はもちろん 、 自治体ごとに登録された 「 ノウ

ハウ」 から 、 AIが会話の文脈に合わせて 「 深堀すべきこと 」 「 聞

き漏れていること 」 を判定し 、 ヒアリングの提案を行うので 、 経

験差に依存せず、 報告書に不可欠な 「 質の高いインプット情報 」

を誰でもその場で確実に集めることができます 。
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本製品が実現する未来06

帰庁後は「報告書作成」ではなく、「支援の見極め・検討」へ

面談中に集めた質の高いインプット情報をもとに、実務で活用できる品質の報告書案を即座に作成する

ため、必要なのは報告書案の微修正だけで、本来のあるべき業務に集中することができます。

速記メモと記憶によるゼロからの報告書作成は不要

面談で集めた質の高いインプットをもとに 、 自治体様が普段お使

いの指定様式に沿った報告書案を AIが自動生成してくれます 。

必要な支援を、必要な人に、必要なタイミングで

ヒアリング不足による情報漏れ防止はもちろん 、 誤字脱字や表記

のゆれ（ 西暦・ 和暦・ 〇年前など ） を自動修正するため 、 手戻り

の防止も可能です 。 すぐに支援の見極めや支援の方向性検討と

いった住民のための業務に移行できるため 、 必要な支援を 、 必要

な人に 、 必要なタイミングで届けることが可能です 。
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業務効率化はもちろん、「寄り添う面談」を実現

報告書作成時間の改善率
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イチから AI活用

報告書の
作成時間を  約60 ％削減。

職員アンケート

80 ％
が肯定的に変化
した と評価。

市民アンケート

80 ％ 82 ％

82 ％
が話しやすかった
と評価。

イチから作成する場合と生成 AI+手

修正で作成する場合で 、 どれくらい

改善されたかを計測 。

検証前と比べ 、 市民の話を深く聞く

ことができるようになった か。

検証前と比べ 、 担当ケースワーカと

の話はしやすくなった か。

実証事業における効果07
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無料トライアル のご希望も承っております 。

まずは実際にご利用いただき 、 サービスの有用性をご体験ください 。
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AiBou を含む 、 自治体の皆さまの業務改善や 、 よりよい公

共サービスを提供するために生まれたソリューションブラ

ンド 「 じちえる 」 のサイトです 。 製品情報や導入実績、 実

証インタビューを随時更新しています ！

AiBou  製品ページ
https://www.jichiel.jp/service/aibou/

問い合わせ先

E-mail ： aibou@hml.nttdata -kansai.co.jp

株式会社NTT データ関西  営業担当

ご関心をお持ちの自治体様へ
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